






























シュトックハウゼンの電子音楽
『少年の歌』に際した祈りの位相

第１部　疑問の発生と基礎調査

芸術学専攻 / 1918007 / 高木三桃子

第２部　祈りと音楽の間には

第３部　哲学的検討 ̶祈りは何処へ向かうのか

電子的空間が拡張されゆく現代で
肉体に基づく祈りの感情は形を変えてもそこにあるのか。

since 1956 K.Stockhausen 

̶コンピュータ誕生以後の文化における
肉体と電子の対立に関する再検討̶

第１章　はじめに（動機付け）
　第２章　『少年の歌』 のプロファイル
　　第３章　シュトックハウゼンのプロファイル

第１章　キリスト教と音楽の付き合い
　第２章　シュトックハウゼンは何を思っていたのか

第１章　肉体と電子を捉え直す
　第２章　結び（電子音楽と祈りの生態）

“Gesang der Jünglinge”



近現代の
いけ花の
位置付け

｢美術 ｣を中心とした

構造における周縁化

序章　研究概要

第１章　いけ花史の概要
　　　　　第１節　いけ花の総称と様式について
　　　　　第２節　近現代のいけ花

第２章　いけ花と「美術」̶「美術」/「非美術」の視座
　　　　　第１節　いけ花から「美術」への意識
　　　　　　　　　第１項　明治時代初期
　　　　　　　　　第２項　明治 20 年代から大正時代
　　　　　　　　　第３項　昭和時代
　　　　　第２節　「美術」からいけ花への意識
　　　　　　　　　第１項　西洋におけるいけ花の評価
　　　　　　　　　第２項　日本におけるいけ花の評価

第３章　女性のいけ花̶ジェンダーの視座
　　　　　第１節　ジェンダーの方法論を用いた先行研究
　　　　　 第２節　女性のいけ花に関する言説
　　　　　　　　　第１項　いけ花領域内の言説
     　　　　　　　　　　　̶女子教育とお稽古事
　　　　　　　　　第２項　「美術」領域における言説

終章　結論・今後の課題

金沢美術工芸大学 芸術学専攻４年　
1918005　押野 みのり
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現代の美術館が目指すべき在り方についての考察 
―五感をともなう美術鑑賞をきっかけに

美
術
館
＝
目
で
見
る
場
所
？

序章          はじめに
    第1節         研究目的・背景 
    第2節         研究方法

第1章          美術館のこれまでとこれから
    第1節        「第三世代の美術館」論から概観する美術館の変化
    第2節       サイト・スペシフィック・アートの台頭と「脱美術館」
    第3節       視覚優位の神殿からコミュニケーションの場へ
    第4節        ミュージアムの新定義―包摂、健康、幸福感の場

第2章         現代の芸術的実践における五感利用
    第1節         視覚以外の五感を用いた展覧会の実例 
        1  )      特別展「ユニバーサル・ミュージアム―さわる! “触” の大博覧会」 
        2  )     「これってさわれるのかな?-彫刻に触れる展覧会-」 
        3  )     「感覚の領域 今、『経験する』ということ」
        4   )    「みる誕生 鴻池朋子展」
        5   )     「記憶の珍味 諏訪綾子展 Taste of Reminiscence Delicacies from Nature」 
        6   )    「とある匂いで思い出すこと」
    第2節          考察

第3章         モデル展示計画案
    第1節          展示コンセプト 
    第2節        出展作品
        1   )    エレン・アンリエット・サーク《Touch Tours》（2016）
        2   )    上田麻希《IF THERE EVER WAS》（2008）
        3   )    寒川裕人《想像 #1 man》（2021）

終章     結び

芸術学専攻
1918 0 0 9
並木萌々花
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なぜグリッドを用いるのか？制限と開放画面の均一さや平面性

根幹ニューヨークを拠点に活動対立する構造
平面と立体 なぜそのような制作態度なのか
アプローチ無表情
拘束緻密スケール
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制作過程
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序論

2 ：クロース作品の検証

1 ： C h u c k C l o s e
研究方法・論文構成
研究目的
研究動機

1 - 5 まとめ
1 - 4 モチーフ ( 顔 )
1 - 3 写真の使用
1 - 2 グリッドの使用
1 - 1 概要

結論
2 - 4 まとめ
2 - 3 共通するもの
2 - 2 変化がみられるもの
2 - 1 年代ごとの区分 ＜Heads＞の制作ー

チャック・クロース

芸術学専攻 1918011 八柳 杏






























































